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「桜通勤（１）」 

お茶の水女子大学附属小学校 田中 千尋 

 

 春になって、また本格的に自転車通勤をするように

なった。（従って、人間ドックに向けて、これからど

んどん体重が落ちる予定である。）私の自転車通勤経

路は、江戸を南北に横切り、桜が美しい場所が何か所

もある。それを紹介してみよう。 

 

 私が住んでいる、医科歯科大学の宿舎（江東区越中

島１丁目）の敷地にある桜。これがまず、実に美しい。 

 

 自宅から数分、門前仲町駅の近くにある、大横川（運

河）の桜。ここでは、桜の時期だけ、和船の鑑桜遊覧

ができる。駅から近いので、週末には多くの花見客で

賑わうところである。 

 

 一つ下流（海寄り）の、越中島橋から見た、大横川

の桜である。この川は海と直接つながっているので、

流れはほとんどなく、水面は常に静かだ。桜が水面に

反映するのも、実に美しい。 

 

 大横川は、夜桜もすばらしい。ぼんぼりがたくさん

灯され、夜桜見物の人々で賑わう。大横川は、水面か

ら橋までの間隔に余裕がない。大型船の航行は無理で

ある。小型船でも、満潮の時は橋につかえて、進めな

くなる。この日は、隅田川から入ってきた、小型のク

ルーズ船が、桜を楽しんでいた。桜の枝が、水面ぎり

ぎりにまで延びているので、船から花に触れることが

できるのだ。しかし、お酒も入っていることだろう、

落水には注意してもらいたい。    （つづく） 


